
　
伊
賀
市
耕
作
放
棄
地
再
生
事
業
補

助
金
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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耕作放棄地の解消にご協力ください
～耕作放棄地を所有している皆さんへ～
　農地は、農業において最も基礎的な資源であり、食
料の安定供給を行う上で重要な基盤です。日本は食料
自給率が低く、農地を有効に活用する必要があります。

そこで、市では耕作放棄地対策協議会を設立し、現在
問題となっている耕作放棄地の解消に向けて取り組ん
でいます。
　農家の皆さんのご協力をお願いします。

耕
作
放
棄
地
対
策

モ
デ
ル
地
区
（
実
証
ほ
場
）
を

紹
介
し
ま
す

　
耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会
で
は
、
市

内
の
２
カ
所
で
国
の
交
付
金
を
受
け
、

実
証
ほ
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
諸
木
地
区
】

◇
面
積

　
１
，
６
８
５
㎡

◇
取
り
組
み
内
容

　
①
再
生
作
業

　
②
進
入
路
・
作
業
道

　
　
の
整
備

　
③
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
・
管
理

　
④
野
菜
な
ど
（
８
作
物
）
の
栽
培

　
⑤
山
間
部
と
平
野
部
の
生
育
・
収
穫

　
　
量
の
比
較

◇
取
り
組
み
主
体

　
諸
木
元
気
な
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

【
猪
田
地
区
】

◇
面
積　
１
，
５
８
７
㎡

◇
取
り
組
み
内
容

　
①
再
生
作
業

　
②
排
水
路
の
整
備

　
③
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ
ス
の
栽
培

　
④
ボ
カ
シ
肥
料
と
一
般
化
学
肥
料
の

　
生
育
・
収
穫
量
の
比
較

◇
取
り
組
み
主
体

　
農
業
者
（
新
規
就
農
者
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
対
策
交
付
金

〈
１
〉
対
象
事
業

■
再
生
利
用
活
動

①
再
生
作
業
（
障
害
物
除
去
、
深
耕
、

　

整
地
な
ど
、
肥
料
や
有
機
質
資
材

　

の
投
入
な
ど
の
土
づ
く
り
）
を
一

　
括
で
支
援

○
定
額
支
援
…
５
万
円
／
10
ａ

　
重
機
を
用
い
る
場
合
な
ど
…
経
費
の

　
２
分
の
１
な
ど

○
土
づ
く
り
（
２
年
目
は
必
要
な
場

　
合
の
み
）
…
2.5
万
円
／
10
ａ

○
営
農
定
着
…
2.5
万
円
／
10
ａ
（
戦
略

　
作
物
な
ど
の
栽
培
以
外
）

＊
戦
略
作
物
：
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
物
・

　
そ
ば
・
食
用
油
用
な
た
ね

②
経
営
展
開
（
経
営
相
談
、
加
工
品

　
試
作
、
試
験
販
売
な
ど
）
…
定
額

■
施
設
等
補
完
整
備

○
用
排
水
施
設
、
農
業
用
機
械
・
施
設

　
な
ど
の
整
備
…
経
費
の
２
分
の
１
な
ど

○
小
規
模
基
盤
整
備
…
2.5
万
円
／
10
ａ

〈
２
〉
要
件

○
土
地
所
有
者
に
代
わ
り
耕
作
す
る

　
者
が
確
保
さ
れ

　
（
見
込
み
を
含

　
む
）、　
再
生
作

　
業
を
行
う
年
度

　
か
ら
起
算
し
て

　
５
年
間
以
上
の

　
耕
作
が
見
込
ま

　
れ
る
こ
と
（
使

　
用
貸
借
・
賃
貸

　
借
・
所
有
権
移

　
転
・
農
作
業
受
委
託
な
ど
）

※
戦
略
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
場
合
、

　

土
地
所
有
者
に
よ
る
再
生
作
業
も

　
支
援
対
象

○
農
用
地
区
域
内
の
農
地
で
あ
る
こ
と

※
市
民
農
園
、
教
育
フ
ァ
ー
ム
の
整

　
備
は
、
農
用
地
区
域
外
も
支
援
対
象

※
戦
略
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
場
合

　

は
、
農
用
地
区
域
外
（
市
街
化
区

　
域
は
除
く
）
の
農
地
も
支
援
対
象

※
そ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す

　

の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

〈
３
〉
申
請
手
続
き
な
ど

　

こ
れ
ら
の
国
の
交
付
金
を
利
用
す

る
場
合
は
、
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振
興
課　
☎
43
・
２
３
０
１　
ＦＡＸ
43
・
２
３
１
３

耕
作
放
棄
地
の

解
消
の
た
め
に

国
の
交
付
金
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

諸木地区（再生作業前）諸木地区（再生作業後）猪田地区（再生作業前）猪田地区（再生作業後）



健康づくり講演会健康づくり講演会
　現在の日本はストレス社会といわれ、うつ病や自殺
者の増加が社会問題となっています。
　大切な命や笑顔を守るために、今わたしたちができ
ることを一緒に考えましょう。
【と　き】　10 月 29 日㈯　午後２時～３時 30 分
【ところ】　ヒルホテル サンピア伊賀 ４階白鳳の間
【テーマ】　「必聴！これでこころがラクになる」
　　　　　～みんなで取り組もう　こころの健康～
【講　師】
　公益社団法人地域医療振興協会　ヘルスプロモー
ション研究センター長　岩室　紳也さん
※来場者には粗品を進呈します。また講演会終了後に
　癒やしグッズがもれなく当たる抽選会があります。
【問い合わせ】　健康推進課　☎22-9653　ＦＡＸ26-0151
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◆
対
象
接
種
期
間

　

10
月
15
日
㈯
～
平
成
24
年
１
月
31

日
㈫

◆
実
施
場
所　
市
内
各
医
療
機
関

◆
対
象
者

①
市
内
に
住
民
票(

外
国
人
登
録
を
含

　

む)

が
あ
り
、
接
種
日
現
在
65
歳
以

　
上
の
人

②
接
種
日
現
在
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

　

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
不
全

　

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る

　
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
人

※
そ
れ
ぞ
れ
の
疾
患
で
身
体
障
害
者
手

　
帳
１
級
程
度
の
人
が
該
当
し
ま
す
。

◆
自
己
負
担
金

　

１
，
０
０
０
円
（
各
医
療
機
関
窓
口

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。）

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

◆
接
種
方
法

○
予
防
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
市

　
内
各
医
療
機
関
に
あ
り
ま
す
。

※
市
外
で
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
健

　
康
推
進
課
、各
支
所
住
民
福
祉
課
（
保

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

　
　
予
防
接
種
を受け

ま
し
ょ
う

　

健
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

○
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
は
、
健
康

　

保
険
証
と
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。
健
康
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い

　

場
合
は
予
防
接
種
済
票
を
お
渡
し
し

　
ま
す
。

◆
対
象
接
種
期
間

　

10
月
15
日
㈯
～
平
成
24
年
１
月
31

日
㈫

◆
対
象
者

　

市
内
に
住
民
票(

外
国
人
登
録
を
含

む)

が
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
受
け
た
未
就
学
児
（
平
成
17
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
）

◆
助
成
の
金
額

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の

２
分
の
１
以
内

※
限
度
額
３
，
０
０
０
円
で
、
１
０
０

　
円
未
満
は
切
り
捨
て

◆
申
請
方
法

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た

医
療
機
関
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
受
け
た
と
わ
か
る
領
収
書
（
受
け

た
人
の
名
前
・
接
種
日
・
接
種
金
額
が

記
載
さ
れ
、
領
収
印
が
あ
る
も
の
）
を

も
ら
い
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助

成
申
請
書
は
市
内
の
各
医
療
機
関
・
健

康
推
進
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
（
保

健
セ
ン
タ
ー
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

◆
申
請
締
切
日

　
平
成
24
年
２
月
29
日
㈬
必
着

◆
注
意
事
項

　
申
請
書
提
出
時
に
は
印
鑑
（
朱
肉
印
）

　
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
推
進
課

　
☎
22
・
９
６
５
３　
ＦＡＸ
26
・
０
１
５
１

　
い
が
ま
ち
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
45
・
１
０
１
５　
ＦＡＸ
45
・
１
０
５
５

　
島
ヶ
原
支
所
住
民
福
祉
課

　
☎
59
・
２
１
６
３　
ＦＡＸ
59
・
３
１
９
６

　
阿
山
支
所
住
民
福
祉
課

　
☎
43
・
０
３
３
２　
ＦＡＸ
43
・
１
６
７
９

　
大
山
田
支
所
住
民
福
祉
課

　
☎
47
・
１
１
５
１　
ＦＡＸ
46
・
１
７
６
４

　
青
山
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
・
２
２
８
０　
ＦＡＸ
52
・
２
２
８
１

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

乳
幼
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は
予
防
接
種
が

効
果
的
で
す
。
特
に
乳
幼
児
や
65
歳
以
上
の
高

齢
者
、
慢
性
の
持
病
が
あ
る
人
は
、
感
染
す
る

と
重
症
化
し
や
す
い
の
で
、
流
行
す
る
前
に
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

子宮頸がん予防ワクチンの
　　　接種費用助成対象ワクチンが

追加されました
　子宮頸がんの予防ワクチンは、これまで１種類のワ
クチン（サーバリックス）のみが供給されていましたが、
７月１日付けで薬事承認を受けた新たなワクチン（ガー
ダシル）も９月 15 日から接種費用の助成対象になり
ました。接種を希望する人は医療機関にお問い合わせ
の上、予約して接種してください。
　ワクチンの効果や接種間隔など詳しくは医療機関に
お問い合わせください。
※いずれも同じワクチンを３回続けて接種することで
　効果があります。すでに１度でも接種した人は、引
　き続き同じワクチンを接種してください。
【問い合わせ】　健康推進課　☎22-9653　ＦＡＸ26-0151


